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高崎市におけるケーススタディ Ⅱ 

１．高崎市における主な道路の整備状況と課題 ２．都市内全体の道路の再構築 

①現状 

②再構築後 

・骨格幹線道路を放射環状

に整備することでトラフ

ィック機能の強化 
・合併後の都市間公共交通

軸の改善 
・公共交通優先の骨格幹線

道路の交差点改善 課題：・高崎市は関越自動車道、上信越自動車道、北関東自動車道の高速自動車道、上越新幹線、長野

新幹線等鉄道高速交通網をはじめ交通の結節点の交流拠点都市としてまちづくりを進め、その

骨格となる高速交通網の受け皿の道路網整備に取り組んでいる。 

・さらに、合併に伴い合併先町村の中心部と新市の都心部を連結する交通網の早期整備（都市計

画道路の整備率は合併前５３．６％、合併後４２．１％）は新市発展に欠かせない重要な課題

となっている。 

・高速交通網を連結し、通

過交通を分散・迂回させ、

交通を整流化させる外環

状線、環状線、都心環状

線と１２放射型都市計画

道路の整備が急務 
・環状線は整備が完了して

いるが、既に交通量が飽

和状態であることから、

外環状線（都市計画決定

済みの約４割、延長３．

５ｋｍは事業中）の整備

促進 
・合併に伴う交通ネットワ

ークの拡大による骨格幹

線道路の交差点処理に課

題 

IC 

交差点改善

歩行系ネット
ワークの整備 

公共交通軸の整備

IC 

凡例： 

   環状道路 

   幹線道路 

   高速道路 

   事業中 

   未整備 

凡例： 

   環状道路 

   幹線道路 

   高速道路 

環状線

外環状線

都心 
環状線 

都心 
環状線 

環状線

外環状線
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①現状 ②再構築後 

 

３．地区内の道路の再構築（都心環状の内側のイメージ） 

課題 ・都心環状線の未整備区間５２０ｍ（整備済１，６５６ｍ・事業中９３４ｍ）と放射型都市計画

道路（３路線）が鉄道による分断で市街地の交通渋滞の誘発 

   ・都心環状線の未整備により、駐車場が適正配置できないことによる駐車場不足による交通の混

乱 

   ・急速なモータリーゼーションの進展に伴う郊外店舗の立地や住宅地の外縁化 

   ・中心市街地商業、定住人口の衰退 

    

内容：・都心環状線整備による通過交通の分散、迂回による市街地交通の整流化 

   ・放射型都市計画道路の鉄道立体化による交通の整流化 

   ・都心環状線沿線にフリンジパーキング整備による自動車乗入れの抑制 

   ・バス交通を充実させ、中央通り線をバス交通軸としてモール化 

・慈光通りのセミモール化による歩行ショッピング重視の歩道整備 

   ・地区内道路を歩行優先に再構築 

   ・都心環状線内側を均衡ある開発を誘導し、回遊性を高めた魅力都市空間形成 

   ・魅力的な市街地形成による定住人口、来街者の拡大による賑わいあるまちづくり 
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①現状 ②再構築後 

 

３．地区内の道路の再構築（都心環状の内側のイメージ） 

課題 ・都心環状線の未整備区間５２０ｍ（整備済１，６５６ｍ・事業中９３４ｍ）と放射型都市計画

道路（３路線）が鉄道による分断で市街地の交通渋滞の誘発 

   ・都心環状線の未整備により、駐車場が適正配置できないことによる駐車場不足による交通の混

乱 

   ・急速なモータリーゼーションの進展に伴う郊外店舗の立地や住宅地の外縁化 

   ・中心市街地商業、定住人口の衰退 

    

内容：・都心環状線整備による通過交通の分散、迂回による市街地交通の整流化 

   ・放射型都市計画道路の鉄道立体化による交通の整流化 

   ・都心環状線沿線にフリンジパーキング整備による自動車乗入れの抑制 

   ・バス交通を充実させ、中央通り線をバス交通軸としてモール化 

・慈光通りのセミモール化による歩行ショッピング重視の歩道整備 

   ・地区内道路を歩行優先に再構築 

   ・都心環状線内側を均衡ある開発を誘導し、回遊性を高めた魅力都市空間形成 

   ・魅力的な市街地形成による定住人口、来街者の拡大による賑わいあるまちづくり 
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整備前 

４．幅員構成の再構築のイメージ 

中央通り線［Ｗ=20.0ｍ］ 【公共交通道路】

整備後 

 整備イメージ 

整備前 

慈光通り［Ｗ=15.0～20.0ｍ］ 【にぎわい道路】

整備後 

 整備イメージ 

２１ 



 

2-3 

■まちづくりと一体となった都市交通施策検討会議■第２回幹事会第１分科会資料
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備前 

４．幅員構成の再構築のイメージ 

中央通り線［Ｗ=20.0ｍ］ 【公共交通道路】

整備後 

 整備イメージ 

整備前 

慈光通り［Ｗ=15.0～20.0ｍ］ 【にぎわい道路】

整備後 

 整備イメージ 

２１ 
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  ①経緯  

・昭和４６年 上越新幹線のルート発表 

・昭和４６年 ｢高崎駅周辺整備構想｣策定 

・都市計画事業と民間開発事業で相乗効果による土地の有効活用促進 

・昭和６２年 ｢高崎市総合都市交通施設整備計画｣策定 

・｢高崎市総合都市交通整備計画｣に基づく中心市街地まちづくりの整備継承 

   

  ②効果 

   ・都心環状線沿線の行政、文化、医療等公共、公益施設の配置。 

   ・都市計画事業と民間開発事業の相乗効果 

    平成 17 年度末現在 

 分譲マンション  約 2,000 戸（昭和 55 年度以降整備） 

駐車場      約 9,000 台（届出駐車場） 

・年間２００戸前後のマンション建設が推移したが、今後 1 年間で 2,000 戸程度の建設

が予定されている。 

   ・人口の推移（昭和５５年人口を１とした場合）   ＊人口数は国勢調査資料参照 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③今後の課題 

  ・合併による都市が拡大による町村の中心部と都心部の利便性の向上 

・全国的にも都市としての競争力の強い都市を目指した、東口駅前広場の再編整備 

  ・早期都心環状線の全線整備に向けたスピード感ある新たな整備手法 

 

年   代 市全体（％） 中心市街地（％） 

昭和５５年 １．０００ １．０００ 

昭和６０年 １．０４７ ０．８３１ 

平成 ２年 １．０６８ ０．６９９ 

平成 ７年 １．０７５ ０．６６０ 

平成１２年 １．０８３ ０．６８０ 

平成１７年 １．１０７ ０．８２２ 

５．今後の課題 

●合併による新市の核となる高崎駅周辺地域の都心部と町村の中心部を連携する骨格都市

計画道路の充実 

●都心環状線に配置されたフリンジパーキングを効果的に活用し、都心環状線内側の縦軸と

横軸の歩行系の強化を図る 

●具体的にはバス交通重視の中央通り線のトランジットモール化と慈光通りのセミモール

化の徹底 

６．高崎都心部のまちづくり 
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１．金沢市における都市計画道路整備状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
２．金沢市における地区交通の課題 
 
①公共交通利用者は減少傾向にある 
・路線バスの利用者は減少傾向にあり、昭和 49 年と比較し平成 17 年は 32,594 千人 
（60.0％）の減少 

・北陸鉄道鉄道線（石川線、浅野川線）の利用者は減少傾向にあり、昭和 49 年と比較し 
平成 17 年は 4,677 千人（62.4％）の減少 

②マイカー利用は増加傾向にある 
・金沢都市圏における自動車分担率は増加傾向にあり、約 9割を占める 

③都心部への移動もマイカーへの依存度が高まっている 
・都心部における自動車分担率も増加傾向にあり、約 7割を占める 

④高齢者の増加 
・高齢者の増加は、将来運転できなくなる人が増加することであり、快適な公共交通の確

保が重要となる 

⑤非戦災都市である金沢では都心部の道路容量の拡大に限界がある 
・金沢の整備済道路密度は 3.80km／km2 で、北陸の他都市に比べ約 7割 

・多車線道路（幅員 20m 以上）密度は 1.56km／km2 で、北陸の他都市の約 4割 

（金沢はほとんどが 2車線（片側 1車線）） 

 
● 道路網は、外環状の海側を除き概成（ハード整備はある程度進捗） 

 
→ その有効な活用のためにも適切なソフト対策の充実が必要 

■ 新金沢交通戦略（平成 19 年 3 月策定予定） 

・新金沢総合交通計画（目標年次平成 22（2010）年）の基本理念・目標を実施する

ためのソフト施策を中心とした、より具体的な行動計画 

→ 長期未着手の都市計画道路の見直し、廃止 
 
［参考］公共交通利用促進のメリット 
①ＣＯ2の排出量はマイカーに対し、バスは約 1/4、鉄道は約 1/10 

②公共交通で来街する人は、自動車で来街する人よりも滞在時間が長い 

③歩行者・公共交通を優先する都市では、中心部が活性化している 

■まちづくりと一体となった都市交通施策検討会議■第３回幹事会第１分科会資料

Ⅰ 金沢市におけるケーススタディ 

■外環状の海側部分を除き道路網は概成 

 




